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第135号
令和２年
４月30日

加治川堤に今年も春が訪れました。かつて「長堤十里世界一」といわれた桜の名所。水害などで失われましたが復元
が進み、今も多くの人が訪れます。長い桜のトンネルからは、水害から立ち上がり復元に至った歴史が感じられます。
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令
和
２
年
度
当
初
予
算
案
、一
般
議
案
、意
見
書
な
ど
61
議
案
を
審
議

　

令
和
２
年
２
月
定
例
会
は
、
２
月
26
日
か
ら
３
月
27
日
ま
で
の
31
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
令
和
２
年
度
当
初
予
算
議
案
の
ほ
か
、
条
例
改
正
案
な
ど
の
一
般
議
案
、
人
事
議
案
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
派
代
表
質
問
や
一
般
質
問
で
市
長
の
政
治
姿
勢
な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

本会議の様子

人
事
議
案

○
公
平
委
員
会
委
員
（
同
意
）

大
田
　
修
一
　
氏
（
緑
町
） 

再
任

○
教
育
委
員
会
委
員
（
同
意
）

　
　
関
川

　
　
直

　
氏
（
緑
町
） 

再
任

　
　
村
川

　
孝
子

　
氏
（
緑
町
） 

新
任

○
監
査
委
員
（
同
意
）

　
　
坂
上

　
徳
行

　
氏
（
早
道
場
）
新
任
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令和2年度一般会計当初予算の主な内容
総額４１８億９,０００万円　前年度より1.8％増

【　健康長寿　】
健康長寿アクティブ交流センター管理運営事業 
　　　　　　　　……………………2,684万円

障害者地域生活支援事業………１億3,873万円

予防接種事業……………………２億5,416万円

【　少子化対策　】
児童クラブ整備事業…………………… 145万円

保育料等助成事業……………………2,675万円

子ども医療費助成事業…………３億1,014万円

【　産業振興　】
ＧＦＰグローバル産地づくり推進事業 … 950万円

創業支援事業…………………………1,084万円

道の駅加治川整備事業………………… 965万円

【　教育の充実　】
しばたの心継承プロジェクト事業…2,391万円

いじめ防止対策事業…………………… 295万円

豊浦小学校整備事業……………２億7,598万円

学校給食調理場施設整備事業………7,429万円

【　その他　】
ＲＰＡ等導入事業……………………… 458万円

ふるさとしばた応援寄附推進事業 …２億4,900万円

中心市街地再開発等調査事業………… 250万円

防災対策推進事業……………………1,679万円

４月臨時会を開催 新型コロナウイルス感染の影響を踏まえた
緊急経済対策経費の補正予算案を可決
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２月定例会・４月臨時会議決結果

２月定例会で審議された案件
審査した
委員会
※１

議決
結果
※２

令

和

会

共
道
し
ば
た

日
本
共
産
党

つ

な

ぐ

会

公

明

党

無所属 賛

　

成

反

　

対

青
木
三
枝
子

渡
邉　

葉
子

※３ ※４

２　
　

月　
　

定　
　

例　
　

会

市　
　

長　
　

提　
　

出　
　

議　
　

案

人事案件

公平委員会委員の選任について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

教育委員会委員の任命について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

監査委員の選任について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

条例の制定

新発田市地方創生基金条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1

新発田市ふれあい福祉センター設置条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市工場立地法に基づく緑地面積率等に関する準則を定める条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1

新発田市森林環境譲与税基金条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

条例の一部改正

新発田市固定資産評価審査委員会条例及び新発田市行政不服審査関係手数料条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市職員の退職管理に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例 総務 可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ 20 4

新発田市差別のない人権が尊重されるまちづくり条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市印鑑条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市国民健康保険税条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市立保育園設置及び管理に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市有機資源センター条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市建築関係手数料条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市下水道事業の設置等に関する条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市水道事業の設置等に関する条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市立学校の設置に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市公民館設置及び管理に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市議会議員及び長の選挙公報発行条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市監査委員に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

条例の廃止

新発田市立ひまわり学園設置及び管理に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する
法律第10条第１項の規定に基づく準則を定める条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1

令和元年度補正予算

一般会計（第６号）（専決） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

一般会計（第７号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

一般会計（第８号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

一般会計（第９号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

一般会計（第10号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

土地取得事業特別会計（第１号） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

国民健康保険事業特別会計（第４号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

介護保険事業特別会計（第５号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

後期高齢者医療特別会計（第４号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

宅地造成事業特別会計（第１号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
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※１  「総務｣　　：総務常任委員会
　　 「社会文教｣：社会文教常任委員会
　　 「経済建設｣：経済建設常任委員会
　　 「予算審査｣：一般会計予算審査特別委員会
　　 「分割付託｣：各常任委員会に分割して付託されたもの
　　　ただし、審査した委員会がない案件は本会議で即決

※２ 「可決｣： 全員賛成または賛成多数により可決、推薦、承認、採択等と議決したもの
　　 「否決｣： 賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの

※３　｢○｣： 会派構成議員全員または各無所属議員がその議案等に対して「賛成」し
たもの

　　　｢×｣：  会派構成議員全員または各無所属議員がその議案等に対して「賛成以
外」のもの

※４　  議長は地方自治法第116条により表決には参加しないため、表決に参加する全
議員数は24人です。

※５　 日本共産党のうち1人（佐藤真澄議員）が採決時退席したため、表決参加議員数
は23人です。

２月定例会及び4月臨時会で審議された案件
審査した
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令和元年度補正予算
食品工業団地造成事業特別会計（第１号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
コミュニティバス事業特別会計（第１号） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
藤塚浜財産区特別会計（第１号） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
下水道事業会計（第４号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
水道事業会計（第３号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

令和2年度予算
一般会計 予算審査 可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ 20 4
土地取得事業特別会計 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
国民健康保険事業特別会計 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
介護保険事業特別会計 社会文教 可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ 20 4
後期高齢者医療特別会計 社会文教 可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ 20 4
宅地造成事業特別会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
食品工業団地造成事業特別会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
コミュニティバス事業特別会計 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1
藤塚浜財産区特別会計 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
下水道事業会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
水道事業会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

その他
新発田市まちづくり総合計画基本構想の策定について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1
和解及び損害賠償の額の決定について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
胎内市との定住自立圏形成協定の変更について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
聖籠町との定住自立圏形成協定の変更について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
市道路線の廃止について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
市道路線の認定について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

議
会
提
出
議
案

意見書
最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
憲法改正発議に当たっては慎重で丁寧な議論を求める意見書 可決 ○ ○ ※5 ○ ○ × ○ 22 1

請願 憲法改正発議に当たっては慎重で丁寧な議論を求める意見書提出に関する請願 総務 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ × 13 11

４
月
臨
時
会

市
長
提
出
議
案

条例の一部改正
新発田市税条例等（専決） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
新発田市都市計画税条例等（専決） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
新発田市国民健康保険税条例（専決） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
新発田市国民健康保険条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

令和２年度補正予算
一般会計（第１号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

その他
財産の取得について（北共同調理場天吊式コンテナ消毒装置購入） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

会派名 所　属　議　員　名

令 和 会 若月　学、今田修栄、宮崎光夫、小川　徹、比企広正、湯浅佐太郎、小柳　肇、板垣　功、水野善栄、
五十嵐良一、板倉久徳

共道しばた 入倉直作、小坂博司、小林　誠、三母高志
日本共産党 加藤和雄、宮村幸男、佐藤真澄
つ な ぐ 会 阿部　聡、中野廣衛、中村　功
公 明 党 渡邊喜夫、石山洋子

※　青木三枝子議員、渡邉葉子議員は会派に属していません。
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令和元年度 一般会計補正予算
総額427億4,676万２千円となりました

〈２月補正予算の主な内容〉
ふるさとしばた応援寄附推進事業 6,320万円

財政調整基金費 5億1,095万円

私立保育園支援事業 5,104万円

工業団地誘致促進事業 2億9,348万円

豊浦中学校区統合小学校整備事業 4,163万円

県営ほ場整備参画事業 1億5,133万円

小学校コンピュータ教育推進事業 1億4,959万円

中学校コンピュータ教育推進事業 7,244万円

新型コロナウイルス感染症の全国的な流行に伴うイベントの自粛や、
小学校、中学校の臨時休校などの対策に要する経費の補正 計　1,685万円

国が決定した「新型コロナウイルス感染症に関する緊急対応策－第2弾－」
の措置に応じた事業費の補正 計　2,875万円

市長からの行政報告
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　質問時の録画映像を視聴できる
二次元コードを、質問議員ごとに
添付しています。スマートフォン
やタブレット端末の専用アプリ
で、映像をご覧になりたい議員の
コードを読み取ると、議会中継サ
イト内の該当ページ
にアクセスでき、映
像を閲覧することが
できます。

会派代表質問

共
道
し
ば
た

入
倉　

直
作

産
業
振
興
策
に
つ
い
て

①
水
田
渇
水
対
策
に
つ
い
て
、
市
長

の
見
解
・
取
組
は
。
②
米
作
農
家
の
所
得

低
下
の
支
援
等
の
考
え
は
。
③
新
規
事
業

の
「
Ｇ
Ｆ
Ｐ
グ
ロ
ー
バ
ル
産
地
づ
く
り
推

進
事
業
」
に
繋
が
る
モ
デ
ル
地
域
発
掘

は
。
④
園
芸
振
興
と
担
い
手
支
援
対
策
の

支
援
に
つ
い
て
。

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

沿
線
住
民
の
生
命
財
産
を
守
る
べ
く
、

堆
積
土
砂
の
撤
去
な
ど
地
域
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
落
堀
川
を
含
む
河
川
整
備
要
望
の
推

進
は
。
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つ
な
ぐ
会

阿
部　
　

聡

令
和
会

若
月　
　

学

財
政
調
整
基
金
は
災
害
や

疫
病
に
備
え
て
増
額
す
べ
き

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
。
財
政
計

画
を
見
る
と
今
後
10
年
間
で
の
最
低
額
は

令
和
８
年
度
の
34
億
円
、
今
年
度
は
例
を

見
な
い
小
雪
も
あ
っ
て
42
億
円
と
見
込
ま

れ
る
。
①
財
政
調
整
基
金
の
目
途
は
概
ね

30
億
円
だ
が
、
根
拠
は
。
②
風
水
害
等
が

常
態
化
す
る
今
、
大
型
災
害
に
備
え
財
政

調
整
基
金
を
増
額
す
べ
き
だ
。

更
な
る
国
か
ら
の
支
援
を
得
て

地
方
経
済
に
柔
軟
性
を

地
方
創
生
の
た
め
、
国
の
地
域
社
会

再
生
事
業
費
が
新
設
さ
れ
る
。
都
市
の
税

収
を
地
方
に
傾
斜
配
分
す
る
の
は
当
然

だ
。
新
発
田
に
は
１
〜
２
億
円
が
配
分
予

定
だ
。
更
な
る
増
額
を
国
に
要
望
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

学
校
統
合
に
お
け
る

廃
校
舎
の
活
用
に
つ
い
て

近
年
の
少
子
化
に
よ
り
小
学
校
の
統

合
が
続
い
て
い
る
。
平
成
26
年
４
月
の
新

生
・
川
東
小
学
校
に
始
ま
っ
た
統
合
も
、

次
年
度
に
は
豊
浦
小
学
校
区
の
統
合
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
３
年
後
に
は
小
学

校
校
舎
７
校
が
空
き
校
舎
と
な
る
。
空
き

校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て
当
該
小
学
校
区

の
方
々
と
ど
の
よ
う
に
利
活
用
や
ニ
ー
ズ

把
握
に
努
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

都
市
計
画
道
路
の
今
後
に

つ
い
て

当
市
の
都
市
計
画
道
路
は
合
併
特
例

債
を
活
用
し
た
結
果
、
平
成
30
年
に
は
改

良
率
84
％
、
県
内
３
番
目
と
な
っ
て
い
る
。

①
現
在
の
島
潟
荒
町
線
は
朝
夕
の
渋
滞
が

著
し
い
が
、
島
潟
方
面
へ
の
延
伸
計
画
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
②
全
体

整
備
計
画
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。
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公
明
党

石
山　

洋
子

日
本
共
産
党

加
藤　

和
雄

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　

少
子
化
の
問
題
は
、
何
よ
り
も
新
し

い
命
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
大
切
。
子
育
て
し
に
く
い
要
因
を

解
消
し
、
必
要
な
方
に
必
要
な
支
援
が
行

き
渡
る
べ
き
だ
。
①
不
育
症
、
不
妊
症
支

援
の
現
状
と
対
応
は
。
②
国
は
２
０
２
０

年
度
か
ら
多
胎
児
家
族
に
特
化
し
た
支
援

を
始
め
る
。
市
も
支
援
策
を
講
じ
る
べ
き
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

①
市
の
地
域
農
産
物
の
輸
出
事
業
が

実
績
を
積
み
国
の
モ
デ
ル
事
業
と
な
っ
た
。

農
業
所
得
の
向
上
と
希
望
の
持
て
る
農
業

振
興
策
と
な
る
の
か
、
今
後
の
展
望
は
。

②
農
業
分
野
で
障
が
い
者
雇
用
に
取
り
組

む
事
業
所
が
増
え
て
い
る
。
互
い
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
農
業
と
福
祉
の
連
携
に

よ
る
農
業
振
興
に
つ
い
て
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
つ
い
て

３
月
２
日
、
共
産
党
市
議
団
は
市
長
、

教
育
長
に
対
し
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
」
に
関
す
る
15
項
目
の
緊
急
要
望

を
行
っ
た
。
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
る
中
小
企
業
者
に
対
す
る
支
援

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

公
立
公
的
病
院
の

再
編
統
合
に
つ
い
て

国
は
、
昨
年
９
月
に
全
国
４
２
４
の

公
立
・
公
的
病
院
を
名
指
し
、
再
編
統
合
、

機
能
移
転
、
ベ
ッ
ド
数
削
減
な
ど
、
計
画

の
具
体
化
を
求
め
て
き
た
。
①
県
は
２
月

に
、
県
立
13
病
院
の
在
り
方
等
の
見
直
し

案
を
示
し
た
。
県
か
ら
市
長
に
打
診
が

あ
っ
た
か
。
②
市
民
の
た
め
に
地
域
医
療

を
守
る
こ
と
は
市
長
の
大
事
な
役
目
と
考

え
る
が
見
解
は
。



一般質問

〔10〕

一般質問
議員の

＆

市
のQ
A

昨
年
度
に
続
き
財
政
調
整
基
金
の
積

み
増
し
が
見
込
ま
れ
る
。
街
の
魅
力
を
磨

き
都
市
間
競
争
に
勝
ち
残
る
に
は
、
自
動

運
転
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
な
ど
の
先
端
技

術
開
発
、
美
容
や
健
康
長
寿
な
ど
の
研
究

支
援
、
デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ
等
の
ソ
フ
ト
産
業

誘
致
が
有
効
と
考
え
る
。
ま
た
、
観
光
＆

文
化
の
拠
点
に
な
り
得
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
は
、
基
金
を
設
け
る
な
ど
将
来
に
向

け
て
の
準
備
を
行
っ
て
は
い
か
が
か
。

紫
雲
寺
風
力
の
株
式
売
却
に
つ
い
て

の
説
明
は
足
り
て
い
る
の
か

何
の
予
告
も
な
く
第
三
セ
ク
タ
ー
運

営
か
ら
撤
退
す
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た

が
、
議
会
報
告
は
全
く
無
か
っ
た
。
好
調

な
経
営
状
況
か
ら
企
業
価
値
が
適
正
で

あ
っ
た
か
を
伺
う
。

　質問時の録画映像を視聴できる二次
元コードを、質問議員ごとに添付して
います。スマートフォンやタブレット
端末の専用アプリで、映像をご覧にな
りたい議員のコードを読み
取ると、議会中継サイト内
の該当ページにアクセスで
き、映像を閲覧することが
できます。

今
こ
そ
未
来
へ
向
け
て
の
戦
略
的
投
資
を

考
え
る
べ
き
時
で
は
な
い
か
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災
害
対
策
に
つ
い
て

①
避
難
所
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
と
設
備
点
検
状
況
は
。
ま
た
、
感
染
症

対
策
を
伺
う
。
②
避
難
所
に
お
け
る
避
難

所
初
動
運
営
キ
ッ
ト
（
熊
本
大
学
考
案
）

の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。
③
災
害
対
策
本

部
と
な
る
市
庁
舎
で
の
訓
練
状
況
を
伺

う
。

手
つ
か
ず
の
都
市
計
画
道
路
は
ど
う

な
る
？

都
市
計
画
道
路
と
し
て
計
画
さ
れ
た

路
線
で
手
つ
か
ず
状
態
の
も
の
も
あ
る
。

計
画
路
線
上
の
住
民
の
中
に
は
高
齢
化
等

で
気
に
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
。
状
況
を

伺
う
。

免
許
証
の
自
主
返
納
が
近
年
増
加
し

て
い
る
。
免
許
証
返
納
後
の
主
な
移
動
手

段
は
公
共
交
通
に
な
る
が
、
市
内
空
白
地

の
整
備
と
と
も
に
、
循
環
バ
ス
等
の
更
な

る
利
便
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
①
循
環
バ
ス
の
停
留
所
へ
の
ベ

ン
チ
の
設
置
を
求
め
た
い
が
い
か
が
か
。

②
返
納
者
へ
の
公
共
交
通
バ
ス
の
割
引
定

期
券
の
発
行
は
。
③
バ
ス
運
賃
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
の
検
討
は
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
負
担
軽
減

と
担
い
手
対
策
に
つ
い
て

地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
多
様
な

職
務
に
あ
た
る
民
生
委
員
を
補
佐
す
る

「
民
生
委
員
協
力
員
」
制
度
等
の
検
討
が

必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
が
、
今
後
の
担

い
手
と
負
担
軽
減
策
に
つ
い
て
伺
う
。

公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て
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地
球
規
模
の
気
候
変
動
を
巡
り
、
も

は
や
問
題
の
先
送
り
は
許
さ
れ
な
い
非
常

事
態
で
あ
る
。
国
内
で
も
台
風
、
豪
雨
災

害
の
大
規
模
化
、
猛
暑
に
よ
る
コ
メ
生
産

へ
の
打
撃
、
海
水
温
の
上
昇
に
よ
る
不
漁

な
ど
深
刻
な
影
響
が
現
れ
て
い
る
。
①
災

害
の
危
険
性
の
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ご
み
を
燃
や
し
て
温
室
ガ
ス
を
排
出
し
続

け
る
今
の
ご
み
政
策
の
転
換
・
見
直
し
が

不
可
欠
と
考
え
る
が
伺
う
。
②
使
い
捨
て

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
大
量
消
費
・
大
量
焼
却

と
い
う
や
り
方
は
改
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
は
幅
広
い

政
策
を

少
子
化
対
策
に
特
効
薬
は
な
い
。
幅

広
い
政
策
を
打
ち
出
し
、
安
心
し
て
出
産

や
子
育
て
で
き
る
環
境
を
整
え
る
べ
き
。

改
正
地
域
再
生
法
は
、
農
地
付
き
空

き
家
の
取
得
支
援
で
農
村
地
域
へ
の
移
住

を
促
進
す
る
事
業
を
創
設
し
、
空
き
家
に

付
随
す
る
農
地
取
得
時
の
下
限
面
積
の
引

下
げ
を
円
滑
化
す
る
特
例
を
新
設
し
た
。

そ
こ
で
、
市
の
改
正
地
域
再
生
法
の
活
用

意
向
並
び
に
移
住
定
住
政
策
に
つ
い
て
伺

う
。図

書
館
の
活
用
で
市
民
に
夢
と
活
力
を

イ
ク
ネ
ス
し
ば
た
移
行
後
の
図
書
館

は
評
価
す
る
。
し
か
し
図
書
購
入
費
は
移

行
前
に
比
し
ほ
ぼ
同
額
で
あ
り
、
図
書
館

パ
ー
ト
職
員
の
時
間
給
は
県
の
最
低
賃
金

額
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
①
過
去
５
年
間
の

蔵
書
数
の
推
移
と
今
後
の
蔵
書
数
目
標
②

図
書
館
業
務
の
活
性
化
を
意
識
し
た
会
計

年
度
任
用
職
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
伺

う
。

中央図書館

農
地
付
き
空
き
家
活
用
に
よ
る

定
住
促
進
の
取
組
に
つ
い
て

気
候
非
常
事
態
・
地
球
炎
暑
化
・

ご
み
問
題
に
つ
い
て
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国
は
、「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」
に
向
け
、

「
想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
降
雨
（
千
年

に
１
回
）」
と
し
て
、
浸
水
想
定
区
域
の

見
直
し
を
地
方
自
治
体
に
求
め
て
い
る
。

当
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
平
成
30
年
に

津
波
浸
水
な
ど
が
拡
充
さ
れ
各
家
庭
に
届

い
て
い
る
。
新
基
準
（
浸
水
想
定
区
域
の

見
直
し
）
で
の
マ
ッ
プ
も
必
要
と
考
え
る

が
市
の
方
針
は
。

新
発
田
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に

つ
い
て

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
削
減
す

る
取
組
は
、
環
境
施
策
と
し
て
大
き
な
課

題
だ
が
、
令
和
２
年
度
「
新
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
」
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
文
字
が

消
え
た
。「
新
発
田
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
」（
平
成
25
年
作
成
）
の
こ
れ
ま

で
の
成
果
と
今
後
の
方
針
は
。

８
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
る
、
ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う

項
目
が
削
除
さ
れ
た
。
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
実
質
的
後
退
と
捉
え
て
い
る
。
①

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
向
性
は
。

②
６
月
定
例
会
で
庚
申
堰
に
小
水
力
発
電

に
よ
る
灯
り
を
、
と
提
案
し
た
が
、
そ
の

後
に
つ
い
て
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
を
財

源
に
し
た
事
業
の
公
平
性
に
つ
い
て

①
企
業
優
遇
策
と
の
意
見
も
あ
る
、

こ
の
寄
付
金
を
使
う
事
業
に
は
、
市
民
に

疑
念
を
持
た
れ
な
い
よ
う
公
平
性
が
求
め

ら
れ
る
。
事
業
決
定
の
前
に
、
よ
り
多
く

の
市
民
の
声
を
聴
く
場
を
。
②
令
和
２
年

度
事
業
に
移
動
販
売
事
業
者
に
対
す
る
支

援
が
あ
る
が
、
一
企
業
へ
の
税
を
使
っ
た

支
援
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
を

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
に
す
べ
き

新
発
田
市
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

新発田市ハザードマップ
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ま
ち
づ
く
り
の
重
点
項
目
と
し
て
加

わ
っ
た
「
健
康
長
寿
」
に
つ
い
て
、
市
民

が
日
常
生
活
で
身
近
に
取
り
組
め
る
ス

ポ
ー
ツ
施
設
や
簡
易
な
運
動
場
所
等
の
整

備
を
願
い
た
い
（
例
え
ば
五
十
公
野
山
遊

歩
道
コ
ー
ス
の
ア
ン
ツ
ー
カ
ー
化
、
健
康

プ
ラ
ザ
し
う
ん
じ
の
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
等

の
健
康
器
具
整
備
）。

観
光
資
源
・
施
設
の
整
備
、維
持
管
理

に
つ
い
て

①
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
、
外
国

語
表
記
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
看
板
等
の
検

討
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
利
用
等
の
対
応
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
向
け
た
積
極

的
な
発
信
、
Ｐ
Ｒ
手
法
の
構
築
に
つ
い
て

の
考
え
は
。
②
加
治
川
堤
、
新
発
田
城
址
、

大
峰
山
桜
公
園
の
桜
樹
木
の
適
正
管
理
を

願
い
た
い
。

①
感
染
症
発
生
時
の
情
報
共
有
や
窓

口
等
の
周
知
・
告
知
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。
②
幼
児
・
児
童
・
生
徒
に
対

し
て
の
普
段
の
予
防
教
育
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
か
。

「
し
ば
た
の
心
継
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
つ
い
て

①
導
入
初
年
度
の
具
体
的
な
事
業
の

内
容
を
伺
う
。
②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
導
入
契

機
と
な
っ
た
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
」
に
お
い
て
は
、
平
均
ポ
イ
ン
ト
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
る
教
科
・
項
目
が
い
く

つ
か
あ
る
。
学
力
向
上
・
充
実
は
基
本
・

不
可
欠
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
か
。

新
型
ウ
イ
ル
ス
を
は
じ
め
と
す
る

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

渡邉 葉子

「
健
康
長
寿
」
の
取
組
に

身
近
な
運
動
環
境
の
整
備
も

中野 廣衛

城址公園の桜
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市
公
共
交
通
全
体
の
見
直
し
が
突
然

見
送
ら
れ
た
。
実
施
区
域
拡
大
も
考
え
方

も
道
半
ば
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
し
高
齢

化
が
進
み
買
物
や
通
院
の
足
確
保
が
全
域

で
重
要
だ
。
豊
浦
地
域
の
運
行
方
法
は
い

つ
ま
で
に
決
ま
る
の
か
。
採
用
し
な
い
運

行
方
法
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
令
和
３
年

４
月
運
行
は
で
き
な
い
の
か
。

広
域
消
防
豊
浦
出
張
所
が
移
転
す
る
が

豊
浦
中
学
校
プ
ー
ル
跡
地
は
適
地
で
な
い

市
は
老
朽
化
等
か
ら
豊
浦
出
張
所
を

移
転
す
る
と
し
た
。
移
転
先
は
豊
浦
中
学

校
プ
ー
ル
跡
地
と
し
た
が
、
適
地
だ
ろ
う

か
。
中
浦
中
学
校
と
本
田
中
学
校
の
統
合

校
と
し
て
、
松
の
緑
豊
か
で
静
寂
な
教
育

環
境
を
求
め
た
場
所
だ
。
学
校
の
静
け
さ

を
引
き
裂
く
建
物
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

最
適
地
へ
変
更
す
べ
き
だ
。

豊
浦
地
域
の
公
共
交
通
に

採
用
し
な
い
運
行
方
法
は
あ
る
か

現在の豊浦出張所

◎最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を求める意見書

◎憲法改正発議に当たっては慎重で丁寧な議論を求める意見書
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委　員

総務関係

移
住
定
住
促
進

質
疑
（
委
員
か
ら
執
行
部
へ
の
質
問
）

Ｑ 　
移
住
定
住
促
進
策
に
つ
い
て
、
シ
ニ
ア

世
代
を
取
り
込
む
考
え
は

自
由
討
議
（
委
員
間
で
の
意
見
交
換
）

公
共
交
通

質
疑

Ｑ　

路
線
バ
ス
廃
止
代
替
路
線
の
現
状
と
今

後
の
課
題
は

自
由
討
議上

中
山
悪
臭
問
題

質
疑

Ｑ　
臭
気
の
状
況
と
作
業
記
録
の
提
出
状
況
は

自
由
討
議

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て

Ｑ 　

正
規
職
員
が
８
７
３
名
、
臨
時
、
パ
ー

ト
、
嘱
託
職
員
の
合
計
が
９
６
０
名
と
半
分

以
上
が
非
正
規
職
員
と
な
っ
て
い
る
。
市
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ｑ 　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
す
べ
て
パ
ー
ト
タ

イ
ム
の
職
員
と
な
る
が
、
保
育
士
は
正
規
職

員
と
ほ
ぼ
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
。
な
ぜ
、

フ
ル
タ
イ
ム
の
職
員
と
し
な
い
の
か
。

Ｑ 　

事
務
パ
ー
ト
職
員
の
時
給
が
８
３
０
円
、

こ
れ
は
県
の
最
低
賃
金
で
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長
へ
の
総
括
質
疑

　令和２年度一般会計予算議案については、特別委員会を設置して５日間にわたり審査しました。審査の結果、賛
成多数で原案のとおり可決すべきものと決しました。その後、本会議で委員長報告、討論を経て採決し、賛成多数
で原案のとおり可決しました。
　以下は、審査の一部を紹介しています。詳細は市議会ホームページの委員会記録（６月頃掲載予定）をご参照く
ださい。

一般会計予算審査特別委員会　　委員長：湯浅佐太郎　　副委員長：板垣　功

令和２年度一般会計予算審査
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質
疑
（
委
員
か
ら
執
行
部
へ
の
質
問
）

Ｑ 　

市
は
健
康
長
寿
を
新
た
に
柱
に
加
え

た
。
ま
た
、
議
会
で
は
口
腔
ケ
ア
に
つ
い

て
勉
強
会
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
、
歯
科

保
健
活
動
事
業
の
予
算
が
縮
小
さ
れ
て
い

る
が
ど
の
よ
う
に
事
業
を
進
め
る
の
か
。

Ｑ 　

健
康
長
寿
や
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
条

例
化
を
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

Ｑ 　

高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
は
重
要
と
考
え

る
。
65
歳
以
上
の
歯
科
健
診
受
診
率
が

上
が
っ
て
い
る
が
、
何
か
働
き
か
け
が

あ
っ
た
の
か
。

自
由
討
議
（
委
員
間
で
の
意
見
交
換
）

質
疑
（
委
員
か
ら
執
行
部
へ
の
質
問
）

Ｑ 　

新
規
事
業
で
Ｇ
Ｆ
Ｐ
グ
ロ
ー
バ
ル
産

地
づ
く
り
推
進
事
業
が
あ
る
が
、
実
施

体
制
の
構
築
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

Ｑ 　

新
発
田
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
の
特
産
品

販
売
に
つ
い
て

自
由
討
議
（
委
員
間
で
の
意
見
交
換
）

委　員

社会文教
関係

委　員

経済建設
関係

口
腔
ケ
ア
・
健
康
長
寿

Ｄ
Ｍ
Ｏ
・
観
光
推
進
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賛成

反対

discussion

本会議での一般会計予算審査特別委員会委員長報告

賛成

賛成

反対

賛成
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件　名 処 理 経 過 及 び 結 果

市民文化会館における
「４階席区分化」を求め
る請願書
（平成28年６月採択）

第３次勧告の完全履行
により悪臭発生を止め
る措置を求める請願書
（平成30年３月採択）

旧御免町幼稚園跡地の
恒久的活用をもとめる
請願書
（平成30年９月採択）

学校給食における除去
食拡大に関する請願書
（平成30年12月採択）

「しばたミュージアム」
の早期建設を求める請
願書
（令和元年９月採択）

赤谷林道にてタクシー
の早期運行実施に関す
る陳情書
（平成29年３月採択）

　議会で採択された請願や陳情について、所管の部署がどのように処理対応したのか、その途中経過や結果
が報告されたものをお知らせします。（抜粋）
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　議案は分野ごとに所管する常任委員会に付託され審査されます。
　その審査の経緯と結果は、本会議で各常任委員長が報告し、質疑、討論を経て採決されます。
　以下は、審査状況の一部を紹介しています。

常任委員会の審査状況

　２月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案21件、請願１件で、審査の結果、請願は
採択すべきものとし、議案はすべて可決すべきものとしました。

■差別のない人権が尊重されるまちづくり条例の一部を改正する条例制定について  

■憲法改正発議にあたっては慎重で丁寧な議論を求める意見書提出に関する請願について  

■令和元年度一般会計補正予算（第７号）について（当委員会所管分）  

委員長　板垣　　功総 務 常 任 委 員 会

本会議における経済建設常任委員会の委員長報告 社会文教常任委員会の付託議案審査の様子
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委員長　宮崎　光夫社会文教常任委員会
　２月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案18件で、審査の結果、議案はすべて可
決すべきものとしました。

　２月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案22件で、審査の結果、議案はすべて可
決すべきものとしました。

■令和元年度一般会計補正予算（第７号）について（当委員会所管分）  

■令和元年度一般会計補正予算（第７号）について（当委員会所管分）  

■令和元年度一般会計補正予算（第９号）について（当委員会所管分）  

■令和２年度国民健康保険事業特別会計予算議定について  

■ ふれあい福祉センター設置条例制定について  

委員長　水野　善栄経済建設常任委員会
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編　集　委　員 編集後記

本会議を
生中継しています

本会議（定例会のみ）の開始（午前
10時）から終了まで中継します

変更等の場合は、ホームページ・エフエムしばた等でお知らせします。

6月定例会日程予定6月定例会日程予定
日 月 火 水 木 金 土
5/24 25 26 27 28 29 30

告示日 

議会運営 
委員会

31 6/1 2 3 4 5 6

請願・陳情
提出期限

議会運営
委員会

本会議

（初日・提案）理由説明・
委員会付託

7 8 9 10 11 12 13

本会議
（一般質問）１日目

意見書提出期限

本会議
（一般質問）2日目

本会議
（一般質問）3日目

議会運営委員会

総務常任
委員会

14 15 16 17 18 19 20

社会文教
常任委員会

経済建設
常任委員会

議会運営
委員会

21 22 23 24 25 26 27

本会議
（最終日）

市議会ホームページはこちらから

http://www.shibata-shigikai.jp/
新発田市議会 検 索

※一般質問２日目及び３日目は、一般質問の通告議員が多い場合に行います。

③インターネット生中継
市議会ホームページで生中継します。
下の二次元コードま
たは「新発田市議会」
で検索し、「本日の議
会中継」からご覧く
ださい。

本市議会行政視察状況（2月）
☆令和会

視察先 視察内容
富山県富山市 コンパクトなまちづくりについて

岐阜県高山市 さるぼぼコイン（地域通貨）について

(一社)飛騨・高山観光
コンベンション協会 インバウンドの取組について

②インターネットサイマルラジオ
下の二次元コードまたは、エフエム
しばたのホームページのバナー
から聴くことができます。

せ会 告会議会報告会の見合わせ議会報告会の見合わせ
についてについてについて

①FM放送
エフエムしばた（76.9
MHz）で生放送します。


